
水道施設の耐震化状況及び耐震診断結果 令和５年３月末現在

●基幹管路

●配水池（200ｍ３以上)

診断不要：建設時期の基準が、現在と同様の耐震強度であるため、診断が不要な施設

・耐震管路(A)：ダクタイル鋳鉄管(DIP)の内、Ｓ形、ＳⅡ形、ＮＳ形及びＧＸ形、鋼管(SGP)の
内、溶接継手、ポリエチレン管(PE)の内、融着継手を有する管路をいう。
・DIP管Ｋ形継手の内耐震性能を満たす管路(B)：ダクタイル鋳鉄管のＫ形継手は、地盤が良い場
所では耐震性能がある管とされているため、布設されている地盤により検証を行い、耐震適合性
のある管路としている。
・耐震適合性がある管路(C)：耐震管路(A)と耐震性能を満たす管路(B)の合計値をいう。
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管路延⻑

割合

耐震管路
DIP管K形継手の
内、耐震性能を満
たす管路

耐震適合性のある
管路

3,943 ｍ 11,400 ｍ

28.3% 81.9%

(B) (C)

管路全体

(A)

7,457 ｍ13,919 ｍ

100.0% 53.6%


